
「大地と 心と 地域を 耕す」 NPO法人  す ず し ろ  ２２

 

新春 おめでとうございます。 

2015 年 今年も 宜しく お願いします。 

○ 12 月の援農実績 

1120 時間弱となりました。          — 春の七草籠 － 

厳寒期にも関わりませず ご参加・ご協力ありがとうございました。 

○ 2014 年間値は 約 16900h ( 昨年度比 約 92%  ) 

  新年度の会員各位の積極的なご参加を お待ちしています。     

 

(1) 大根と人参の 耐寒性 

  寒さが一段と増す中 収穫野菜の保管は 大きな関心事。大根は 凍みやすく それに比較

して 人参は やや強い。 この事由は ?  「野菜内部の含水率が大根が大幅に高いため」 

(2) ソルゴウ という 植物 

今春の播種を控えて 農家の庭先に種付きの茎が 干してありました。牧草・有機緑肥・

防風効果 さらに防虫作用を持ち「自身犠牲になって虫をあつめてくれるすぐれもの」 

(3) 薬草栽培  ( 全国紙の 紙面から  ) 

  「遊休農地活用のため 漢方薬草の栽培気運が秋田・富山を中心に盛あがってき

ている」 「中国からの原料高騰と米価下落への対応がこの動きに拍車」 
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す ず し ろ ２２ 2015 - 1 月報 
すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴   
22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

日野市   西村 理佳.

人 材 — 農 家 需 要 と 市 民 意 欲 の マ ッ チ ン グ 

(1) 新春 到来  

日照時間が少しずつ ながくなってきて 2015 年 新春の到来を 実感させられます。 

自然の中での 畑の中での活動 皆様方のご参加 本年もよろしく お願いします。 

(2) 総会の日程と 開催場所  

  2月22日(日) すずしろ22の総会を 予定しています。場所は JR 八王子駅から 徒

歩300m・5 分程にある アミダステーション。詳細別途ご連絡しますがご予定方。 

(3) 新規市民農園の 開設申請 

  理事会報告コーナーにもありますように 新規農園開設の話題が でてきています。 

  プラス 2 か所の実現を めざしています。会員紹介等 よろしくお願いします。 

私は 草取りが好きです。年間かなりの時間 草取りに入っています。
大失敗の心配がなく 差し迫った期限もなく 気が楽だからです。 

しかし 草取りと言っても内容は様々です。そこで農家さんの要望を
詳しくお聞きします。一本残らず取って欲しいのか 苗が負けない程度
でいいのか 畝の間葉はどうするか等々です。 

大きい草を がんがん取るなら中腰で 細かい草ならしゃがんで 片
側か 内側同時進行か あったやり方をするようにしています。一定量
を時間を計りながら取り 目標時間を設定し だらけないようにもして
います。 

無心になれて飽きることもなく 四季の自然を一番感じられる作業だ
と思います。適度な疲労と達成感を味わいらながら 心穏やかに帰途に
着けるのです。 

 皆さま 今年も よろしく お願いいたします。
 
市民農園の新規開設に向けて 活動中です。 
① 市民への農業体験の場を提供  ②農地の活用 
③地域の活性化・環境景観対応 
を目標に現在新規開設に向け 事務局が中心に 
なって行政と折衝を 進めています。             —  農園開設申請地 — 
 
開設場所 加住町 1-46 1-53  現在の富所農園に隣接した日当り良い畑 
開設目標 平成 27 年 3 月 1 日  規模  1 区画５０㎡ 全 15 区画 
現在の富所農園と合わせて 36 区画となります。 
新たな人との出会いで 交流の場が広がり 賑わう農園となることを期待
しています。 
 「 霜枯れの野にあそびいる日の光」( 青柳志解 ) 

 

 12 月 19 日 開催 浅川市民センターにて   18:00～21:15
(1)事務連絡・報告 
 ・すずしろ祭り報告・オトパの紹介と参加 ・ 予算執行状況 等 

(2) 総会への対応  
・開催日 2/22 に合わせて資料作成・印刷・送付・委任状回収等について 
・予算のたたき台の提示 概容確認 

(3)野菜販売について －  関係する任意団体の販売について  
(4)農地応援の話題     
・加 住 町- 新富所農園の開設申請について 
・小比企 町- 市内中央部での開設希望に対し対象地が具体化 
・「体験農園」- 課題も多く 2015 年度は調査・学習期とする 

『援農』 活動状況 
12 月の理事会 から 

 
 

 


